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タ長の小さい I/O 要求を優先的に実行する“入出力データ長に着目した入出力制御法（IOPC-DS 法：I/O 





IOPC-DS 法を FreeBSD OS に実装し，銀行オンラインシステムのオンライン処理とバッチ処理の擬似アプリ
ケーションを用いて有効性を明らかにする。 
計算機の処理能力の向上により，実システムでは，サーバ統合により仮想計算機環境の利用が増えてい




想計算機の OS と目的は異なる。そこで，仮想計算機における IOPC-DS 法の有効性を評価する。 
 
論文審査結果の要旨 
オペレーティングシステム(OS)は，計算機の基盤ソフトウェアとして，サービスを提供するプログラムを実
時間性や公平性あるいは効率性などの目的に合わせて実行する。プログラムは，プロセスとしてOSにより管理
され制御される。プロセスは，プロセッサ（PU）処理と入出力処理を繰り返し実行してサービスを提供する。
このため，OS機構として，プロセスのPU処理を制御するPUスケジュール法，およびプロセスの入出力処理を
制御する方法（入出力制御法）が研究開発されてきた。 
 
論文提出者は，PU性能の向上に比べ入出力性能の向上は著しくないため，サービスの優先制御を行うには，
新たな入出力制御法が必要であること，および既存の入出力制御法は公平性や効率性を目的とした方法が多く，
実時間性のための優先制御は十分でないことに着目している。 
論文提出者は，新たな入出力制御法して，入出力データ長に着目した入出力制御法を示している。まず，社
会を支える情報システム基盤の一つである銀行系システムについて，計算機性能の向上によりオンライン処理
とバッチ処理の共存形態が普及することを想定し，この形態では，PUスケジュール法として多くのシステムで
使用されているプロセス優先度に基づく方法だけではサービスの優先制御が十分でないことを示している。次
に，両処理の入出力データ長が異なることに着目し，入出力データ長に着目した入出力制御法による優先制御
の有効性を示している。さらに，普及が進んでいる仮想計算機環境について，提案の入出力制御法の有効性を
明らかにしている。 
 
以上のように，本研究は，入出力データ長に着目した新たな入出力制御法を示し，当該制御法が社会を支え
る情報システム基盤の一つである銀行系システムで有効であることを明らかにしており，情報工学に寄与する
ところが大きい。よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値すると認める。 
なお，論文発表会では，適切な説明が行われ，また質疑に対する応答も適切であった。これにより，十分な
学力を有することが確認でき，研究者として自立して研究活動を行うに必要な能力を有することも認められた。 
